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議事日程 

  １．開 会 

  ２．委員長あいさつ 

  ３．審査事項 

   〔建設部〕 

    ・建設部長あいさつ 

   〔都市計画課〕 

    ・議案第６８号 町及び字の区域の変更並びに町の区域の設定について 

    ・その他 

   〔都市整備課〕 

    ・議案第５２号 平成２３年度那須塩原市一般会計補正予算（第８号） 

    ・義案第６５号 公の施設の指定管理者の指定について（鳥野目河川公園・黒磯公園他） 

    ・その他 

   〔道路課〕 

    ・議案第５２号 平成２３年度那須塩原市一般会計補正予算（第８号） 

    ・陳情第 ３号 県道黒磯黒羽線の歩道整備に関する陳情書 

   〔上下水道部〕 

    ・上下水道部長あいさつ 

   〔水道管理課・水道施設課〕 

    ・議案第５８号 平成２３年度那須塩原市水道事業会計補正予算（第３号） 

    ・その他 

   〔下水道課〕 

    ・議案第５６号 平成２３年度那須塩原市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

    ・その他 

  ４．その他 

  ５．閉 会 
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開会 午前１０時００分 

 

◎委員長あいさつ 

○岡本委員長 それでは皆さん、おはようございま

す。 

  本日、招集となりました建設水道常任委員会に

出席を賜り、厚く御礼申し上げます。 

  さて、本定例会において当委員会に付託されま

した案件は、補正予算案件３件、その他の案件２

件、陳情１件の合計６件でございます 

  委員各位におかれましては、慎重なる審査をお

願いしますとともに円滑な進行へのご協力をお願

い申し上げて、あいさつといたします。 

  それでは、ただいまから建設水道常任委員会を

開会いたします。 

  次第により順次進めてまいります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎都市計画課の審査 

○岡本委員長 まず、建設部の審査を行います。 

  初めに、君島建設部長よりごあいさつをいただ

きます。 

○君島建設部長 （挨拶。） 

○岡本委員長 ありがとうございました。 

  それでは、ただいまから都市計画の審査を行い

ます。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６８号の説明、質疑、討

論、採決 

○岡本委員長 それでは、議案第68号 町及び字の

区域の変更並びに町の区域の設定についてを議題

といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  若目田都市計画課長、お願いします。 

○若目田都市計画課長 それでは、町及び字の区域

の変更並びに町の区域の設定について、ご説明を

いたします。 

  本案につきましては、那須塩原駅北土地区画整

理事業の施行の結果、現況に符合しない字の区域

が生じたことによりまして、全面的な改正が必要

となることから、施行区域内での、町及び字の区

域の変更並びに町の区域の設定を行うものであり

まして、地方自治法第260条第１項の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 

  変更の内容につきましては、議案書36から40ペ

ージと、区域の変更前後の対象が、議案資料の77

ページになっております。 

  議案資料の77ページの変更前後の対照図につき

まして、若干説明をさせていただきます。 

  この図につきましては、上側が変更前、下側が

変更後の図面となっておりまして、変更前の上側

の図面を見ていただきますとおわかりのように、

この点線が現在の字界になっております。 

  この字界におきましては、通常、道路に沿って、

道路の形で通常は設定されているのが普通でござ

いますので、今回、これがあわなくなっていると

いうことでございまして、これを下側のように道

路の位置にあわせまして、町界を設定するもので

ございます。 

  それで、この町界につきましては、平成17年に

西地区の区画整理事業が完了しておりますが、そ

のときに、西地区と北地区、一体性といいますか、

関連があるものですから、そのときに、地元の意

向を調査しまして、できるだけ今の字名を残す、

町名を残してほしいというようなことで、沓掛と

いうふうな字になるかと思うんですが、あとは、 
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 前弥六というのもありますけれども、そういった

ことで、今回、このような形で、地元の意向に沿

って、設定をしておるものでございます。 

  それで、今回の設定につきましては、那須塩原

駅北土地区画整理事業にかかる換地処分というの

がございます。最終的なこの土地がだれだれのも

のに移転、だれだれが権利者でございますよとい

う最終確定、換地処分というんですが、そういっ

た換地処分の手続が、これから、24年度から25年

度の初めにかけまして、事務手続を進める予定で

ありますが、そうしますと、県のほうで、その広

告をすることになっています。その広告のあった

翌日から有効、施行ということになりますので、

今の段階では、その手続が、広告が平成25年６月

の頃の見込みというふうになっておりますので、

その広告があった翌日からこの施行されるという

ことでございます。 

  説明につきましては、以上でございます。 

○岡本委員長 説明が終わりました。各委員から質

疑、ご意見をお受けいたします。 

○鈴木（紀）委員 換地処分が24年から25年初めに

実施されるということですけれども、今、説明さ

れるのにはなんかの理由があるのか。今ごろとい

う言い方はないんですが、今、こう説明をすると

いうことになった経緯というか、ある面ではもっ

と前でもよかったかもしれないし、あとでもよか

ったかもしれないんですけれども、今だというこ

との理由づけはなにかあるのか、お聞きしたい。 

○岡本委員長 若目田都市計画課長。 

○若目田都市計画課長 これにつきましては、現在、

ハードのほうの整備をやっておりまして、23年度、

今年度、ハードのほうの整備が、道路、整地整備

が終わる予定でございまして、平成24年度に換地

処分の手続に入るんですが、その際に、県との24

年度に協議、また、認可というのが24年度の中に

入ってきます。そういった意味で、今のタイミン

グでこういうことになりますよというようなこと

で、了解をいただいて、それに基づいて、今、県

との協議、認可をいただいて、事務を進めていく

ということから、今回、お願いするものでござい

ます。 

○岡本委員長 ほかにございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○岡本委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  よって、討論を行います。 

  討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  議案第68号号 町及び字の区域の変更並びに町

の区域の設定については、原案のとおり可決すべ

きものとすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  議案第68号については、原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○岡本委員長 次に、その他に入ります。 

  その他に何かございますか。 

  執行部のほうからは。 



－100－ 

〔発言する人なし〕 

○岡本委員長 委員のほうからはありますか。 

〔発言する人なし〕 

○岡本委員長 それでは、都市計画課の審査を終了

いたします。 

  今後ともよろしくお願いいたします。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時１０分 

 

再開 午前１０時１２分 

 

○岡本委員長 休憩前に引き続き委員会を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎都市整備課の審査 

○岡本委員長 都市整備課の審査を行います。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５２号の説明、質疑、討

論、採決 

○岡本委員長 それでは、早速、議案第52号 平成

23年度那須塩原市一般会計補正予算（第８号）に

ついてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

○須藤都市整備課長 それでは、議案第52号 平成

23年度那須塩原市一般会計補正予算（第８号）の

うち、都市整備課所管の事業につきまして、予算

執行計画書に基づきまして、ご説明をさせていた

だきたいと思います。 

  予算執行計画書ですと１ページになります。 

  １ページ、歳入になります。14款２項３目土木

費国庫補助金になりますが、都市計画費補助金と

いたしまして、３・４・１本郷通り道路改良事業

で473万円、住宅費補助金では、市営住宅管理運

営事業、これは、長寿命化事業になりますが、そ

の関係で150万8,000円をそれぞれ増額するもので

ございます。 

  次に、３ページをお願いいたします。 

  20款４項４目、雑入になります。土木費雑入と

いたしまして、市営住宅用の消火器購入の補助金

といたしまして、住宅防火施設整備補助金、５万

7,000円を増額するものでございます。 

  次に、歳出になります。 

  予算執行計画書、13ページをお開き願います。 

  ８款４項４目、街路整備事業のうち、    

３・４・１本郷通り道路改良事業につきまして、

支障となっておりました雨水管の敷設がえ工事、

これは、繰り越し工事で実施しているところでご

ざいますが、敷設がえがまもなく完了することか

ら、この区間の道路改良工事を推進いたしまして、

本街路の早期完成を図るために工事請負費といた

しまして、860万円の増額補正をするものでござ

います。 

  なお、財源の一部といたしまして、先ほどご説

明いたしました、国庫補助金を見込んでおるとこ

ろでございます、 

  これにつきまして、資料がありますので、委員

長、お配りしてよろしいでしょうか。 

○岡本委員長 はい、お願いします。 

○須藤都市整備課長 お配りした図面につきまして

は、３・４・１本郷通りの平面図になってござい

ます。図面の左側、こちら、国道４号黒磯バイパ

ス、右側が黄色く、たてにある部分が県道黒磯高

久線となってございまして、この間を結ぶ街路事

業を、現在、整備している所でございます。 
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  今回、追加補正をするものにつきましては、ち

ょうど図面の真ん中、赤くぬってある部分になり

ますが、ここの20m区間、幅員的には23mを計画し

てございまして、ここの工事を発注するために、

追加補正をするものでございます。 

  なお、両サイド、ピンクに塗ってある部分につ

きましては、既に発注済みとなってございます。 

  続きまして、５項２目、住宅管理費のご説明を

させていただきたいと思います。 

  市営住宅管理運営事業につきまして、現在、改

修中でございます稲村団地１号棟につきましては、

平成24年１月末完成見込みであることから、入居

に当たりましては、消火器を設置する必要がある

ことから、消火器の購入のために、需用費で10万

円、市営住宅長寿命化の一環といたしまして、下

厚崎団地の受水槽をＦＲＰ製からステンレス製に

交換する工事請負費として402万2,000円のあわせ

まして、412万2,000円を増額補正するものでござ

います。 

  なお、こちらにつきましても、財源といたしま

して、国庫補助金及び住宅防火施設整備補助金を

見込んでございます。 

  次に、予算書になります。予算書の６ページを

お願いいたします。 

  最後になりますが、債務負担行為の補正になり

ます。これからご審議いただきます議案第65号で

提出してございます公の施設の指定管理者の指定

に関する施設の管理運営業務といたしまして、黒

磯公園ほか、20施設の那須塩原市都市公園施設の

管理運営業務委託及び鳥野目河川公園の管理運営

業務委託につきまして、いずれも期間を平成23年

度から平成28年度、限度額につきましては、それ

ぞれ３億1,542万5,000円、２億2,452万5,000円と

して、設定をしたところでございます。 

  都市整備課につきましては、以上でございます。

よろしくご審議の上、原案どおりご決定ください

ますよう、お願いいたします。 

○岡本委員長 説明が終わりました。各委員から質

疑、ご意見等をお受けいたします。 

  ございませんでしょうか。 

  人見委員。 

○人見委員 今説明があった下厚崎団地の受水槽、

これについては、４階建てですね。 

○岡本委員長 須藤都市整備課長。 

○須藤都市整備課長 下厚崎団地については４階建

てです。 

○人見委員 そこの改修は。 

○須藤都市整備課長 改修してございますが、稲村

１号となりまして、下厚崎につきましては、受水

槽の交換工事となります。 

○人見委員 それは、この下厚崎団地の受水槽の改

修ということですね。そうではないのですか。 

○岡本委員長 須藤都市整備課長。 

○須藤都市整備課長 消火器につきましては、稲村

１号との改修が今度終わりますので、その入居に

伴って、消火器の設置が必要だということで、需

用費のほう、消耗品につきましては、稲村１号の

関係になります。 

  で、工事請負費につきましては、また別の団地、

下厚崎団地の受水槽の改修工事になります。 

○人見委員 それを聞いたんです。 

  稲村というので、答えが違うと思った。 

  この改修工事というのは、屋上にあるものを

か。 

○須藤都市整備課長 受水槽につきましては、地上

にあるものになります。で、水道につきまして、

本管から受水槽に入れまして、各戸に配られて、

その受水槽から今度、ポンプ等で、今度、屋上に

あげるもの。それは、高架水槽ということになり

ます。 
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○岡本委員長 ほかにございますか。 

  鈴木（紀）委員。 

○鈴木（紀）委員 今の稲村１号、消火器等、消火

器格納箱ということで、これ、消火器格納箱とい

うのは、もともと、建物についているものではな

いのかなと思うんだけれども、あらたまってつけ

るものなのか、どうなのかという部分が１つ。 

  それともう１つは、合計何基なのかということ。 

○岡本委員長 須藤都市整備課長。 

○須藤都市整備課長 消火器につきましては、建物

の中に入れ込むのではなくて、表に出して、その

消火器そのまま、露出できないものですから、今

度、その消火器を入れる箱があるんですが、それ

を、各階段のところに置くような形になります。 

○鈴木（紀）委員 ドアの表側ということですか。 

○須藤都市整備課長 はい。で、個数につきまして

は、７基を予定してございます。あそこは、４階

建てになりまして、階段が３カ所ございます。で、

１階、２階の４戸で、各階で４戸で１個という計

算になりまして。 

  階段が３カ所ございまして、その階段の１階、

２階で消火器を１基、そうすると、１階、２階で

１基になりますので、今度、３階、４階で１基、

それが各階段になりますので、建物の中では６基、

そのかわり、ガス庫が別途ございますので、ガス

タンクが置いてある倉庫が建物に隣接してござい

まして、そちらに１基ということで、計７基を設

置ということで予定をしてございます。 

○鈴木（紀）委員 消火器１本幾らくらいするんで

すか。 

○須藤都市整備課長 消火器につきましては、１基

7,500円で見込んでございます。 

○鈴木（紀）委員 はい、了解です。 

○岡本委員長 ほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○岡本委員長 ないようですので、質疑、ご意見を

終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  よって、討論を行います。 

  討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  議案第52号 平成23年度那須塩原市一般会計補

正予算（第８号）については、原案のとおり可決

すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  議案第52号については、原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６５号の説明、質疑、討

論、採決 

○岡本委員長 続いて、議案第65号 公の施設の指

定管理者の指定についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  須藤都市整備課長。 

○須藤都市整備課長 それでは、議案第65号 公の

施設の指定管理者の指定について、ご説明をさせ

ていただきます。 

  議案書28ページ、議案資料56ページをお開き願

います。 

  都市施設課所管につきましては、議案書、次の
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30ページからになります。議案資料につきまして

は、65ページとなります。 

  先ほど、債務負担行為、補正の中でも若干、ち

ょっとお話いたしましたが、鳥野目河川公園の管

理につきましては、非営利活動法人キャリアコー

チを指定管理者にするものでございます。指定の

期間につきましては、平成24年４月１日から平成

29年３月31日までの５カ年となります。 

  管理業務の内容につきましては、65ページの上

段に書いてありますとおりの内容となってござい

ます。 

  本施設につきましては、キャリアコーチのほか、

１団体、あわせまして２団体からの応募があった

ところでございますが、審査基準に基づきまして、

管理者、指定管理者選定委員会で審査を行いまし

て、施設の効果的な活用、管理経費の縮減、施設

の適切な運営等につきまして、設置目的を理解し

た適切な管理計画となっているほか、安定した施

設の維持管理が期待できるとの理由からキャリア

コーチが選定されたものでございます。 

  続きまして、66ページになります。 

  黒磯公園ほか20施設の指定管理の指定になりま

す。 

  那須塩原市都市公園のうち、黒磯及び西那須野

地区の21公園の管理につきましては、公益社団法

人、那須塩原市シルバー人材センターを指定管理

者にするものでございます。 

  先ほどの鳥野目河川公園管理と同様に、指定の

期間につきましては、平成24年４月１日から平成

29年３月31日までの５カ年となります。 

  業務内容等につきましては、66ページ、上段等

に書いてあるとおりでございます。 

  本施設につきましては、シルバー人材センター

のほか、１団体から、あわせて２団体からの応募

がありましたが、審査基準に基づきまして、指定

管理者選定委員会で審査を行い、利用者サービス

の向上、管理経費の縮減、施設の適切な維持管理

について、施設の設置目的を理解した適切な管理

計画となっているほか、安定した施設の維持管理

が期待できるとの理由から同センターが選定され

たものでございます。 

  よろしくご審査の上、原案どおりご決定くださ

いますよう、お願いいたします。 

○岡本委員長 説明が終わりました、 

  各委員から質疑、ご意見をお受けいたします。 

  髙久委員。 

○髙久委員 シルバーセンターのほうは、わかると

しても、こっちは、どこの業者なんでしょうか。

場所は。 

○岡本委員長 須藤都市整備課長。 

○須藤都市整備課長 この業者につきましては、西

那須野地区、それから大田原地区で活動している

法人になりまして、本社が……、申請した事業者

につきましては、一区町になります。 

○岡本委員長 髙久委員。 

○髙久委員 こういう業者にして縮減される経費と

いうのは、どの程度あるんでしょうか。 

○岡本委員長 須藤都市整備課長。 

○須藤都市整備課長 私どものほうで、23年度の予

算ということで、鳥野目につきましては、約

4,300万ほどの予算を予定しているということで

ございますが、この業者から提案がありました23

年度の費用につきましては、約4,100万強の提案

がございます。失礼しました。23年度が予算上は

4,300万強の予算を組んでおりまして、24年度の

初年度になりますが、提案のありましたものにつ

いては、約4,100万円強、約200万ほどの縮減にな

ってございます。 

○岡本委員長 髙久委員。 

○髙久委員 こういう業者になって、今まで勤務し
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ていた人たちの処遇というのは、どういうふうに

なっていくんでしょうか。この前、やっていた方

と違いますよね。これ、当然かわるわけですから。 

○岡本委員長 須藤都市整備課長。 

○須藤都市整備課長 業者からのヒアリングをやっ

た中で、現在、実際、鳥野目等で働いている方が

いるんですが、そういう方の処遇について提案等

がございまして、今度、受けるキャリアコーチの

ほうで、再雇用するとかという形の提案がござい

ます。 

  ただ、あとは本人の方の希望になっていくかと

思いますので、そのまま引き続き、移籍というか、

何というんですかね、何かは知りませんが、そこ

ら辺については、個人の判断になってくるかと思

いますが、キャリアコーチについては、その方の

雇用についても、予定は、というか、希望されれ

ばという話はございます。 

○岡本委員長 髙久委員。 

○髙久委員 再雇用は、ある程度、本人が希望すれ

ばできるという理解でよろしいのでしょうか。 

○須藤都市整備課長 はい。 

○髙久委員 あわせて、雇用の問題と、今度は待遇

の問題なんですが、給与的にはどうなるのか。今

までのやってた人たちの団体と当然かわるわけで

すから、その団体の規定によるというような形に

なっていくんだと思うんですが、そういうところ

までは、調べているでしょうか。 

○岡本委員長 須藤都市整備課長。 

○須藤都市整備課長 提案いただいた業者に対して

の給与等について、そこまでは関知はしておりま

せん。 

○岡本委員長 よろしいですか。 

  ほかに質疑、ご意見等はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○岡本委員長 ないようですので、質疑、ご意見を

終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  よって、討論を行います。 

  討論はございませんか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 私、ずっと、こういう指定管理者とい

うもの、地域の経済を沈下させるものだというこ

とで、そういう意見を言ってきましたが、やっぱ

り、給与までは関与していないというお話があり

ました。 

  だんだんそういう指定管理者を進めていけばそ

ういうことになってくるんだと思うんですが、や

っぱり、ほかの自治体なんかで問題になったのは、

待遇が全くかわってしまうと。で、管理する技術

は、当然、審査の中に入っていて、審査している

んだと思うんですが、どうしても管理が悪くなる

んじゃないかなという心配があります。 

  それと、地域の雇用という問題。やっぱり、こ

ういう時期だから、自治体としては、地域の人を

地域から雇用するというのが建前だと思うんです

が、実際にはそれもということで、ちょっと、勤

めていられなくなるという人が当然出てくるかな

と思うので、やっぱり、私は、市のほうが、市の

施設はしっかりと管理していく立場で、管理して

いくべきだろうということで、こういう提案は受

け入れられないというふうな形で討論を終わりま

す。 

○岡本委員長 反対討論でよろしいですね。 

○髙久委員 ということです。 

○岡本委員長 ほかに討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 



－105－ 

○岡本委員長 異議がございますので、挙手により

採決いたします。 

  議案第65号 公の施設の指定管理者の指定につ

いてを、原案のとおり可決すべきものとすること

に賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○岡本委員長 ありがとうございました。 

  挙手多数と認めます。 

  よって、議案第65号 公の施設の指定管理者の

指定については、原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○岡本委員長 次に、その他に入ります。 

  その他に何かございませんか。 

  執行部のほうからは。 

〔発言する人なし〕 

○岡本委員長 委員のほうからはありませんか。 

  人見委員。 

○人見委員 さっき資料をいただいた３・４・１の、

駅前通りの公道へ繋がりますよね。その取りつけ

の関係はどんな状況ですか。 

○須藤都市整備課長 西口からのこういう図面、こ

ちらでよろしい、駅前ですと。 

  ここにつきましては、今後のスケジュールとい

たしましては、これ、本線の部分、本郷通りのほ

うを来年、24年度の秋、12月に供用開始しまして、

そちらを供用開始をしてから、あそこの駅前通り

から、駅からこっち、抜けるところの部分、この

図面でいきますと、ちょうど、黄色の黒の境がち

ょっと白く抜けている部分があるかと思うんです

が、ここが実際には、段差がついているところで

ございます。供用開始、下の部分、供用開始をし

てから、こちらの部分の改良工事ということで、

来年の秋以降ということで予定をしてございます。 

  で、ただ、全線開通につきましては、24年度末

で、全部完成ということで、事業のほうは進めて

いくということで考えてございます。 

○岡本委員長 人見委員。 

○人見委員 24年度末になってしまうんですか。 

○須藤都市整備課長 ですから、このたてというか、

こちらですね。こちらについては、24年度の末と

いうことになります。 

○人見委員 そんなにおくれないと、取り付けられ

ないのですか。 

○須藤都市整備課長 こちらを開通して、この白く

なった部分、段差があるので、ここどうしても工

事をすると、ここが通行止めになってしまいます

ので、迂回路的に、この黒く、なんていうんです

かね、こちらを迂回路的に使うような形、ここを

やらなければならないので、その迂回路市有地化

があるとすると、やはり、年度末、24年度末完成

となってしまうのかなと思うんですね。 

○人見委員 その時間帯がないとだめだということ

なんですね。 

○須藤都市整備課長 または、あと、ほとんど、こ

の黒い部分はできあがっていますので、工期的に

はそんなにかからないかと思うんですが、あと、

踏切廃止等も出てきますので、どうしても、そち

らの完成については、24年度末。それからおくれ

ることはない、早まることは若干あるかなと思い

ますが、どうしても、想定されるのは24年度末、

25年の３月になってしまうのかなと。 

○鈴木（紀）委員 関連して。踏切停止になるのは

いつ頃予定なのかと、このアンダーがあって、青

葉台の前には、ここ、信号機設置になるのかどう

かという部分。 

○須藤都市整備課長 まず、踏切につきましては、
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この踏切廃止は、ＪＲの方でやるというような形

なりまして、どうしてもこっちの本線を開通して

からということになりますので、10月以降の実施。

24年の10月以降の実施ということで予定されてい

まして、これについても24年度内に廃止という形

になります。 

  それから、青葉台団地の入口のところの信号機

につきましては、この上にもう既に信号がついて、

移設ということで警察のほうとうちのほうで協議

しておりまして、最終的な。こちら、移設という

ことで、信号機の設置ということは、警察のほう

には要望しているところでございます。 

○岡本委員長 ほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○岡本委員長 それでは、都市整備課の審査を終了

いたします。 

  今後ともよろしくお願いいたします。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時３８分 

 

再開 午前１０時３９分 

 

○岡本委員長 休憩前に引き続き委員会を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎道路課の審査 

○岡本委員長 道路課の審査を行います。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５２号の説明、質疑、討

論、採決 

○岡本委員長 議案第52号 平成23年度那須塩原市

一般会計補正予算（第８号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  舟岡道路課長。 

○舟岡道路課長 それでは、平成23年度12月補正予

算執行計画書、こちらに基づいてご説明をしたい

と思います。 

  まず、１ページをお開きください。 

  今回の12月補正については、社会資本整備総合

交付金事業において、国への要望額、５億1,600

万に対しまして、交付決定額が２億9,800万とい

うことになりましたので、歳入及び歳出の減額補

正を行うものであります。 

  一般会計、歳入、14款国庫支出金、２項３目土

木費、国庫補助金、道路橋りょう費補助金として、

１億1,990万の減額補正になります。 

  社会資本整備総合交付金の道路建設分としまし

ては、５路線予定しておりまして、当初予算、４

億9,600万に対しまして、２億8,970万の交付金額

でありますので、差額の２億630万の補助率10分

の5.5でありますので、１億1,346万5,000円の減

額補正になります。 

  道路維持分としましては、市道の側溝改修事業

として、当初予算額800万を予定しておりました

が、交付金額ゼロ円ということになりましたので、

それの補助額ということで、440万の減額補正に

なります。 

  河川分としましては、当初予算額400万に対し

まして、160万の交付決定額でありましたので、

差額の240万の補助率10分の5.5ということで、

132万円の減額補正になります。 

  続きまして、12ページ、お開きください。 

  歳出になります。今回の、路線ごとの事業費に

ついては、交付金額に対しまして、事業の効率化、
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用地取得関係、それと道路排水工事関係の施工性

を考慮しまして、補助金額中を精査しまして、調

整をさせていただきました。 

  まず、８款土木費２項、道路橋りょう費２項２

目道路管理費、道路維持管理事業としまして、委

託料として橋りょう長寿命化、修繕点検委託料を

発注しましたので、発注による額の決定というこ

とで、当初予算額、1,220万に対しまして、677万

3,000円となりましたので、542万7,000円の減額

補正になります。 

  なお、点検を行いました橋りょうは、橋長15メ

ートル以上ということで、88橋を実施しておりま

す。 

  次に、恒常経費として、市道波立豊浦線の側溝

改修工事については、交付金ゼロということにな

りましたので、800万の減額補正になります。 

  この側溝改修工事につきましては、平成24年度

予算要望をしたいと考えております。 

  続きまして、２項３目、道路新設改良費、社会

資本整備総合交付金事業として、当初予算額４億

9,600万に対しまして、２億8,970万の交付金額で

ありますので、差額の２億630万の減額補正にな

ります。 

  補正内容につきましては、各路線ごとにご説明

をしたいと思います。 

  最初に、市道新南下中野路線、これにつきまし

ては、当初予算、１億4,000万に対しまして、実

施額8,890万としまして、5,110万円の減額補正に

なります。 

  委託料では、物件調査業務を発注しましたので、

落札金が決まったということで、400万の減額。

用地補償につきましては、今年度より用地補償実

施始まりましたので、土地購入費として、当初

9,000万を予定しておりましたが、6,000万の実施

ということで、3,000万の減額補正になります。 

  工事に伴う保障金につきましては、当初予算額

4,370万に対しまして、2,300万の実施ということ

になりますので、2,070万の減額補正になります。 

  この予算で、用地補償関係につきましては、新

南公民館交差点周辺の用地取得等を行うことで進

めております。 

  続きまして、市道洞島青木線では、当初予算１

億5,000万に対しまして、実施額１億円というこ

とで、5,000万円の減額補正になります。 

  委託料については、当初予算1,150万で、熊川

の箕輪橋に歩道部の側道部の詳細設計を予定して

おりましたけれども、これにつきまして、平成24

年度実施ということで、1,150万円の減額になり

ます。 

  工事請負費につきましては、当初予算額7,845

万ということで計画しておりましたが、雨水排水

関係、側溝のきりのいいところまでということで、

延長1,005メートル施工するということで、実施

額8,000万としましたので、155万円の増額になり

ました。 

  土地購入費につきましては、当初予算額2,140

万に対しまして、280万円の実施ということで、

1,860万円の減額補正となります。 

  工事に伴う保証金につきましては、当初予算

3,860万に対しまして、1,720万円の実施というこ

とで、2,140万円の減額補正であります。 

  次に、市道埼玉鳥野目線。これにつきましては、

当初予算額１億3,600万に対しまして、実施額

4,000万ということで、9,600万の減額補正になり

ます。工事請負費については、当初予算額7,270

万円に対し、実施額2,000万として、5,270万の減

額補正となります。 

  これにつきましては、当初予定しました県道部

分を含めた交差点改良工事を予定しておりました

けれども、用地取得にいたっておりませんので、



－108－ 

工事請負費等を次年度に送るということで減額を

させていただきました。 

  土地購入費につきましては、当初予算3,090万

に対しまして、1,070万の実施ということで、

2,020万の減額補正になります。 

  工事に伴う補償金につきましては、当初予算額

3,240万に対して、930万の実施ということで、

2,310万の減額補正であります。 

  次に市道板室油井線では、当初予算5,400万に

対しまして、実施額4,780万ということで、620万

の減額補正になります。工事請負費については、

当初予算額の4,320万に対しまして、実施3,900万

ということで、420万円の減額、油井川の仮設道

路工事、それと道路改良工事、400メートルを実

施するということで、進めております。 

  工事に伴う補償金につきましては、当初予算額

250万に対しまして、50万の実施ということで、

200万の減額補正であります。電柱関係の移設補

償費でございます。 

  次に、東那須野金田線については、当初予算額

1,600万に対しまして、実施が1,300万ということ

で、300万の減額補正であります。 

  委託料につきまして、路線測量、詳細設計、用

地測量物件調査等を行う予定でありまして、既に

発注済みのものもありましたので、入札差金を含

めて、減額補正ということになります。 

  続きまして、となりの13ページですけれども、

３項３目、河川整備費、雨水排水整備事業という

ことで、これにつきましては、委託料について、

当初予算額400万に対しまして、168万5,000円の

実施ということになりましたので、231万5,000円

の減額補正になります。 

  これは、市道石林東赤田線、蕪中川１号準幹線

の整備ということで、測量業務委託を実施しまし

た。なお、ここにつきましては、道路台帳整備が

まだ未整備だったので、道路台帳整備として、あ

わせて発注ということになりましたので、金額が

大きく減額補正ということになりました。 

  以上、よろしくご審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○岡本委員長 説明が終わりました。各委員から質

疑、ご意見をお受けいたします。 

  ございませんでしょうか。 

  鈴木（紀）委員。 

○鈴木（紀）委員 12ページの道路管理費の中の委

託料ということで、設計測量管理委託料、橋りょ

う長寿命化修繕計画点検ということですけれども、

これ、減額になっただけで、点検そのものは進め

ていくわけだと思って聞いたんですが、中身的に

は、長寿命化、具体的にはどういった内容なのか、

何点かわかりやすいように説明してもらえれば。 

○岡本委員長 舟岡道路課長。 

○舟岡道路課長 今回は、市のほうで管理していま

す全部で205橋ほどあるんですが、そのうちの15

メートル以上の88橋について、この修繕の計画点

検ということで、いわゆる、簡単に言えば点検で

すね、これを今年度やりまして、それに基づいて、

来年度は修繕計画ということで、優先順位、それ

から、どのような修繕をするかという、今度、計

画を来年作成するということで、その計画書がで

きれば、今度、それに基づいて、予算のほうをお

願いして実施ということで、進めるための最初の

とっかかりの点検ということでございます。 

○岡本委員長 鈴木（紀）委員。 

○鈴木（紀）委員 それでは、その修繕計画、88カ

所という、これから計画ということですけれども、

長寿命化ということは、当然毎年工事していくの

だとは思うんですが、ほとんど今までやって修繕

してきたのかどうなのかというところは、そこら

辺のところはどうなのかと思うんですが、その点
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だけ。 

○岡本委員長 舟岡道路課長。 

○舟岡道路課長 これはこういった点検計画書をつ

くらないと、国のほうの補助金等の対象にならな

いということで、橋梁ばかりじゃなくて、大抵の

施設は今公共施設はそういうことをしています。 

  今までについても、単独で修繕とか点検とかは

随時してきた経緯はあります。例えば、明神橋、

塩原のあちらについても、今回のこれは同じく点

検をするんですが、それ以前に塩原地区として修

繕を起こそうということで、計画を上げた経緯も

あります。 

  ただ、点検内容がちょっとこれでは余りにも簡

易なので、その後よく点検をして、本当に橋が大

丈夫かどうかといった中、今回の３・11の地震と

いうことで、今通行どめにしていますけれども、

当然これについても、同じように今点検を進めて

おります。 

○岡本委員長 鈴木（紀）委員。 

○鈴木（紀）委員 修繕計画の策定終了は、いつま

でにということでしているのか、１点だけ。 

○岡本委員長 舟岡道路課長。 

○舟岡道路課長 今年度いっぱいということで、策

定中です。 

○鈴木（紀）委員 23年度。 

○舟岡道路課長 はい。 

  既に現場は入って、片っ端から進めている段階

です。 

○岡本委員長 岡部副委員長。 

○岡部副委員長 この拝見しますと、土木費が非常

に削減されておりますので、これからお願いする

のに、あるいは要望書が出ても、すごいお断りし

なくちゃならないんじゃないかというような気が

します。 

  ほかの項目から見ますと、大変な額が土木費か

らされておりますので、例を挙げれば塩原はトン

ネルができましたので、ありがたく思っています。 

  観光のできる道のところには、歩道のちょっと

整備をしたい、してほしいとか、あるいは町内が

市の道路になりましたので、そこのすみ分けや何

かも耳にしている部分があるんですね。 

  ですけれども、この予算書を見ますと、非常に

難しいほどの削減になっておりますんですけれど

も、行政としては道路行政をどのように円滑にや

っていただけるんだか、お伺いしたいと思います。 

○岡本委員長 舟岡道路課長。 

○舟岡道路課長 なかなか難しいお話なんですけれ

ども、一応市としましては、国のほうに、要する

に道路整備基本計画というのが市でありますね。

それと、振興計画上実施計画にのっている部分が

あります、総合計画上ですね。そういったことに

ついて、年度割りをしていますので、その年度割

りに基づいて、国のほうに補助金の要望書、概算

要望、本要望ということで今進めて、それは毎年

同じようにさせていただいております。 

  ただ、今回もそうですけれども、要望金額に対

して五十何％分ぐらいの、57か58％ぐらいの予算

しかつかないということについては、引き続き要

望をさせていただくんですが、これについては政

権がかわりまして、確かにコンクリートから人へ

という部分で、大幅に削減されているのが実態か

なというふうに思います。 

  ただ、道路行政としては、引き続き要望したい

なというふうに考えております。 

○岡本委員長 ほかにございますか。 

  鈴木（紀）委員。 

○鈴木（紀）委員 再度さっきの２項２目の中の側

溝改修、波立豊浦線ということで、先ほどここへ

出たのは予算要望する予定ということなんですけ

れども、現状やっているんだと思うんですが、波
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立豊浦線というのは、どこら辺なのか、ちょっと

教えていただければと思うんですが。 

○岡本委員長 舟岡道路課長。 

○舟岡道路課長 いわゆる埼玉街道と言ったほうが

わかりいいかもしれないですけれども、黒磯中学

校からずっと上がっていって、332の今度開通し

ている……。 

○鈴木（紀）委員 二車線道路。 

○舟岡道路課長 ええ、その路線、その下側の波立

豊浦線に雨水管が入っていまして、その雨水に流

すための側溝整備をその332のちょっと下のあた

りということで、それを計画しております。 

  それ以外の側溝整備というのも、普通に単独で

やっていますけれども、これについては補助対象

ということで、上げさせていただいた部分でござ

います。 

○鈴木（紀）委員 雨水対策と。 

○舟岡道路課長 そうです。 

○鈴木（紀）委員 わかりました。 

○岡本委員長 ほかに質疑、ご意見はございません

か。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、質疑、ご意見等

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  よって、討論を行います。 

  討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  議案第52号 平成23年度那須塩原市一般会計補

正予算（第８号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 議案第52号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第３号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○岡本委員長 続きまして、陳情第３号 県道黒磯

黒羽線の歩道整備に関する陳情書についてを議題

といたします。 

  陳情第３号の審査に当たり、執行部におかれま

してはどのような見解をお持ちか、参考までに所

感をお伺いしたいと思いますが、よろしいでしょ

うか。 

  君島建設部長。 

○君島建設部長 それでは、どのような見解かとい

うことでございますので、12月５日、月曜日でご

ざいますが、建設部の課長以下、現地調査をして

まいりました。 

  その結果を報告させていただきたいというふう

に考えておりますので、よろしくお願いをしたい

というふうに思います。 

  まず、報告の内容でございますが、危険な状況

であるというようなことを確認してまいりまし

た。 

  具体的に申し上げますと、ガードレールが少な

いのかなと、あるいは路肩についてもやや狭い状

況かと。 

  それから、農地等が点在しておりますが、道路

等の高低差についても、若干激しいといいますか、

高低差があるというようものを感じてまいりまし
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た。 

  また、西側の市道、これは460号線になりまし

て、正確に申し上げますと、市道矢組樋沢線とい

うふうな名称がついておりますが、こちらを利用

いたしまして、児童というんですか、６名ほどい

らっしゃるようですけれども、そちらの市道を利

用して、これも主要地方道でございますけれども、

大田原芦野線を利用して登下校しているというよ

うな状況にあるというふうに、調査の結果でござ

いますが、いずれにいたしましても、危険な状況

であるというようなことで、現状を確認したとこ

ろでございます。 

  一応結果報告ということで、今のような状況で

ございますので、事務局といいますか、そちらの

私どものほうの建設部の所感としましては、その

ような状況であるということで、お願いしたいと

いうふうに考えております。 

  以上でございます。 

○岡本委員長 ありがとうございました。 

  陳情第３号に対して、各委員からご意見等があ

れば発言をお願いいたします。 

  髙久委員。 

○髙久委員 現地を見ていただいて、ありがとうご

ざいました。 

  私も地元なので、見ていただいたとおり、今執

行部からの報告があったとおりだと思います。 

  人数は今言われたとおり６人、私は７人かなと

思っていたんですけれども、６人ということで、

迂回しながら遠回りして通っているという現状で

す。 

  あの地域から、扱いが県道なので、直接建設と

いうことになれば、県のほうの意向になるという

ことなんだと思うんですが、地域からもあったほ

うが、あるべき場所に歩道がないということで、

そういうふうな要請も受けていますし、私自身も

なければ、あの地域は非常に危険だということで、

ぜひ市のほうからの要請もお願いしたいというこ

とで、そう発言したいと思います。 

○岡本委員長 ほかにご意見ございますでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、ご意見等を終了

したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  よって、討論を行います。 

  討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  陳情第３号 県道黒磯黒羽線の歩道整備に関す

る陳情書は、採択すべきものとすることに異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  陳情第３号は全員異議なく、採択すべきものと

することに決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○岡本委員長 次に、その他に入ります。 

  そのほかで何かございますか。 

  執行部のほうからありますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○岡本委員長 委員のほうからありますでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 
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○岡本委員長 それでは、以上で道路課の審査は終

了いたしました。 

  執行部の皆様、今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。 

  ここで10分間休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時０２分 

 

再開 午前１１時１２分 

 

○岡本委員長 それでは、散会前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎水道管理課・水道施設課 

○岡本委員長 これより上下水道部の審査を行いま

す。 

  初めに、岡﨑上下水道部長よりごあいさつをい

ただきます。 

○岡﨑上下水道部長 （挨拶。） 

○岡本委員長 ありがとうございました。 

  それでは、水道管理課、水道施設課の審査に入

ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５８号の説明、質疑、討

論、採決 

○岡本委員長 議案第58号 平成23年度那須塩原市

水道事業会計補正予算（第３号）についてを議題

といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  薄井水道管理課長。 

○薄井水道管理課長 それでは、議案第58号 平成

23年度那須塩原市水道事業会計補正予算（第３

号）についてご説明をいたします。 

  今回の補正につきましては、平成23年の人事院

勧告及び職員の人事異動等に伴う人件費の過不足

の調整について、予算措置を行うものでありま

す。 

  予算書の１ページをお開きいただきたいと思い

ます。 

  まず、第２条において、収益的収入でございま

すけれども、第２項営業外収益の他会計補助金で、

子ども手当の額の確定によりまして、18万2,000

円を追加し、補正後の予定額を24億3,902万3,000

円とするものです。 

  また、収益的支出においては、第１項の営業費

用で、職員23人の人件費の調整により1,202万9,000

円を減額補正し、支出総額を23億4,775万7,000円

とするものです。 

  次に、第３条資本的収入では、第７項一般会計

補助金で、子ども手当の額の確定によりまして、43

万3,000円を減額し、補正後の予定額を９億4,285

万9,000円とするものです。 

  また、資本的支出においては、第１項建設改良

費で職員８人の人件費の調整によりまして、1,099

万9,000円を減額し、補正後の予定額を19億8,289

万2,000円とするものです。 

  なお、資本的収入額が資本的支出に対して不足

する額10億4,003万3,000円につきましては、当年

度の消費税及び地方消費税資本的収支調整額5,949

万8,000円、それから当年度損益勘定留保資金が

減価償却費等でございますけれども、７億6,522万

2,000円、それから建設改良積立金から２億1,531

万3,000円で補てんするものでございます。 

  第４条については、給与費の額でございます。 

  それから、第５条につきましては、他会計から

の補助金でございます。 
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  ６ページ、お開きください。 

  貸借対照表で24年３月31日、本年度末の貸借対

照表は、一応予定としてこのように計画しており

ますけれども、下から５番目のところに流動資産

合計というのがあるかと思います。 

  流動資産合計が19億7,433万3,775円を見込んで

おりまして、右側、７ページの上から11番目に流

動負債合計というのがあるかと思うんですが、こ

れが７億442万4,183円となっております。 

  流動資産から流動負債を引きますと、約12億

7,000万円程度が年度末の内部留保資金の予定と

なっております。 

  以上でございます。 

○岡本委員長 説明が終わりました。 

  各委員から質疑、ご意見をお受けいたします。 

○岡本委員長 鈴木（紀）委員。 

○鈴木（紀）委員 子ども手当の人件費との調整と

いうことで、支出のほう、1,200万円と第３条の

ほうの８人の建設改良費、８人の調整ということ

で、この調整のレベル、レベルという言い方はな

いんですが、基準というか、何か報酬というか、

俸給というか、給与というか、それによっての基

準があるのかどうか、お聞きしたい。 

○岡本委員長 薄井水道管理課長。 

○薄井水道管理課長 ３ページをちょっと開いてい

ただきたいと思いますけれども、３ページのほう

の営業外収益ということで、収入のほうの他会計

補助金のところでは、補正予定額18万2,000円と

いうのは、真ん中のところにあるかと思うんです

が、予定額の四角の中に補正予定額というのがあ

るかと思うんですが、それが18万2,000円、これ

が最初に説明した内容ですけれども、これが子ど

も手当で言いますと、一応７人見込んでいたのが

子どもの数が９人になったと、ふえているという

ことがあります。 

  それから、下の資本的収入及び支出について、

43万3,000円が減額、三角になってますよね。こ

れについては、６人だったものが３人子どもの数

がこちらに充てた子どもの数が３人ということに

なって、43万3,000円が減額になったということ

でございます。 

  また、５ページを開いていただきたいんですが、

５ページの一番下のところの２のところの給料及

び職員手当の増減額の明細というのがあるかと思

うんですが、給料については上の段にありますけ

れども、1,306万3,000円が減額になっております

が、この内訳として人事院勧告の調整が上に書い

てある11万6,000円、それからその他の当面分と

いうことで1,294万7,000円、これは主にですけれ

ども、人事異動で職員の給料が高くなったりとか、

高い職員が異動になったりとか、そういう関係、

あるいは人数が減ったとか、これは実質２名と減

っていますけれども、そういうことで、人事の異

動によるものですね。 

  それから、下の段、職員手当については、管理

職手当から住居手当とか、そういった手当関係全

部ですけれども、全般にこれも上の段が人勧の関

係、それから職員の異動によるものが下の段とい

うことになります。 

  これをご参考にしていただければと。 

○鈴木（紀）委員 わかりました。主に人事異動と

いうことですね。わかりました。了解です。 

○岡本委員長 ほかに質疑、ご意見はございません

か。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、質疑、ご意見等

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  よって、討論を行います。 
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  討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  議案第58号 平成23年度那須塩原市水道事業会

計補正予算（第３号）については、原案のとおり

可決すべきものとすることに異議ございません

か。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  議案第58号については、原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○岡本委員長 次に、その他に入ります。 

  その他で何かございますか。 

  髙久水道施設課長、どうぞ。 

○髙久水道施設課長 私のほうから、飲料水及び浄

水発生土の放射性物質の関連、もう一つ越堀地区

の赤坂熊久保配水池の被災状況のその後という形

でお話ししたいと思います。 

  まず、放射性物質の関連、水質検査については、

ホームページでも当然公表しておりますが、今ま

でそのヨウ素、セシウム等もいずれも測定限界未

満ということでなっております。 

  測定については、標準水については毎週やって

おります。これが６カ所ですね。宇都野が一部伏

流水がありますが、表流水を中心に毎週実施して

おります。これについても、異常は出ておりませ

ん。 

  地下水、湧水の関係、これについては、今まで

は13カ所でしたが、今度赤坂越堀関係が復旧しま

したので、それを含めて今度14カ所が毎月１回と

いうことでやっておりますが、これについてもヨ

ウ素、セシウム等、いずれも検出限界未満という

ことで、異常は確認されておりません。異常があ

りません。 

  浄水発生土、これについては最初に千本松浄水

場が４万ということで、一応出ましたが、それに

ついては次の６月以降、出たやつが1,070という

ことで下回って、以下それ以降についても検出に

ついては1,000台、もしくは1,000未満という形に

なっております。 

  鳥野目については、最初については乾燥までい

かなかったのですが、2,000、3,000台ということ

でしたが、７月28日に天日乾燥等をして、10月、

天日乾燥のためにはかったんですが、３万2,000

という形で、やはり8,000を大きく超えました。 

  これについては、約半年間の浄水発生土、沈澱

池にたまったものを天日乾燥したということで、

それと大きくなっていますが、量としては７立方

メートルぐらいという形でございました。 

  いずれにしても、鳥野目と千本松、これについ

てはそれぞれある程度乾燥したということで、天

日乾燥所からストックヤードへ移しました。千本

松については、５立方の量でありましたが、人力

でとれないということで、ユンボでとった結果と

して、５センチが10センチ近くとるような形にな

りましたので、約20立方近く除去したという形に

なっているようです。そのうちの５立方程度しか

４万何がしのベクレルのあれはないんですが、一

応形としては、状況としては５立方であるものを

20立方近くになっていると、除去、一緒にとった

ということですね。 
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  豊浦については、７立方でありましたが、最終

的にはこれが11立方ぐらい、２回目という形で、

運転手も上手になったということでなっているの

かなという感じでおります。 

  越堀地区の赤坂配水池、越堀地区の熊久保の配

水池の復旧ですが、11月末に飲み水に使えると、

水質検査の結果を踏まえて、11月末に復旧しまし

た。熊久保については、それより１週間ぐらいお

くれたかな。ポンプの状況がちょっと２日間は芳

しくなかったので、１週間おくれましたが、やは

り１週間後に12月７日ごろ復旧したということで、

現在もとの状態に戻して復旧をしていると、給水

しているということです。 

  今残っているのは、フェンスの復旧とのり面、

のり面が崩れていますので、それを今度随時やっ

ていくというような形で考えております。 

  被災状況、あと原発の放射性物質の測定状況に

ついては、以上のような状況でございます。 

  以上です。 

○岡本委員長 そのほかございますでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、以上で水道管理

課、水道施設課の審査がすべて終了いたしました。 

  執行部の皆様、今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。 

  ありがとうございました。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時２８分 

 

再開 午前１１時３１分 

 

○岡本委員長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎下水道課の審査 

○岡本委員長 それでは、下水道課の審査に入りま

す。 

  議案第56号 平成23年度那須塩原市下水道事業

特別会計補正予算（第３号）についてを議題とい

たします。 

  執行部の説明を求めます。 

  君島下水道課長。 

○君島下水道課長 よろしくお願いします。 

  それでは、補正予算の説明をさせていただきま

すので、よろしくお願いします。 

  まず、歳出のほうから説明を申し上げます。 

  議案資料は23から24で、執行計画書の25ページ

になります。執行計画書をごらんいただけると。 

  執行計画書の25ページになります。 

  まず、１款１項１目一般管理費の職員給与費で

ございますが、こちらは279万8,000円の増額とい

うことで、人勧及び職員の人事異動による人件費

の過不足を調整するものでございます。 

  続きまして、同じく下水道総務事業費でござい

ます。 

  こちらにつきましては、320万2,000円の増額を

してございます。 

  内容につきましては、公課費ということで、消

費税の増額ということでございますが、12月期の

中間納税分ということで、９月の確定申告で確定

したことによりまして、不足額が生じましたので、

そちらについて中間納税分ということで増額をお

願いするものでございます。 

  こちらは本来であれば、12月分、３月分の中間

納付分をすべて一回で補正を行うのが本来のやり

方でございますが、今回12月の不足分のみを基準

外の繰り入れを行わないこととするために、今回

そのほかの過不足を調整をいたしまして、その中
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で不足をした分だけを12月分の中間納付分という

ことで、補正を計上したものでございます。 

  続きまして、２項１目水処理センター費、水処

理センターの施設維持管理費でございます。 

  こちらにつきましては、委託料でございますが、

655万2,000円の減額でございます。 

  これは黒磯塩原両水処理センターが包括的業務

委託を管理業務委託を行っておりますが、その委

託費の確定に伴います減額補正でございます。 

  続きまして、２目環境管理費の下水道管渠管理

事業でございますが、こちらにつきましては工事

請負費が153万円の増額、さらに公有財産購入費

で減額の76万6,000円でございます。 

  工事費につきましては、県道西那須野停車場線

の電線共同工事、県の工事でございますが、これ

に伴います公共汚水ますの移設工事等でございま

す。 

  公有財産購入費につきましては、下厚崎にござ

います中継ポンプ場の用地買収を行いまして、そ

の買収価格が確定したことによりまして、その減

額につきまして、補正をするものでございます。 

  続きまして、２款１項１目下水道建設費、特定

環境保全公共下水道建設事業でございます。 

  こちらにつきましては、トータルで2,722万円

の増額を行うものでございます。 

  内容は工事請負費が2,722万円ですが、補助分

の赤田、井口汚水幹線の舗装本復旧工事2,600万

円と、それから単独分といたしまして、公共汚水

ますの設置工事とその本復旧工事ということで122

万円、合わせまして2,722万円を増額するもので

ございます。 

  続きまして、同じページ、25ページでございま

すが、４款１項２目利子償還費利子及び割引料で

ございます。 

  こちらにつきましては、163万2,000円の減額で

ございます。これは地方利子の償還金でございま

すが、当初予算で未償還分の利息を2.0％で設定

しておりましたが、公的資金の予定利率が確定を

しまして、その見込みを下回りましたので、その

確定して下回った分について、減額補正を行うも

のでございます。 

  続きまして、今度は歳入の部ということでお願

いしたいと思います。 

  議案資料は23ページですが、執行計画書では24

ページになります。 

  まず、３款１項１目下水道事業国庫補助金、特

定環境保全公共下水道事業補助金でございます。 

  こちらにつきましては1,300万円の増額という

ことで、内容は先ほど歳出のほうで申し上げまし

た事業費2,600万円に対しまして、補助率２分の

１ということで1,300万円の増額を行うものです

が、これは国からの国庫補助事業の追加内示を受

けたものでございます。 

  続きまして、７款１項１目下水道事業債、特定

環境保全公共下水道事業債でございます。 

  こちらは、ただいま説明を申し上げました特定

環境保全の事業費2,600万円に対する市債という

ことで、1,280万円の増額をお願いするものでご

ざいます。 

  これは補助金の2,600万円の赤田・井口汚水幹

線舗装本復旧工事事業費の2,600万円ですが、こ

ちらも２分の１の残り分の90％が起債ということ

で1,170万円、それから単独分といたしまして先

ほど歳出のほうで説明をいたしました公共汚水ま

すの設置と舗装本復旧工事に122万円、これに対

するものですが、こちらも単独分につきましては

対象事業費の95％が起債ということで、122万円

に95％を掛けまして110万円が対象ということで、

合計いたしますと1,280万円の増額ということで

市債を見込んでおります。 
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  以上でございます。 

○岡本委員長 説明が終わりました。 

  各委員から質疑、ご意見をお受けいたします。 

  鈴木（紀）委員。 

○鈴木（紀）委員 25ページ、水処理センター施設

維持管理費ということで、委託料減額ということ

ですが、今現在だと委託しているわけですね。そ

れを減額するというのか、そこら辺のところをち

ょっともう少し詳しく説明と、黒磯と塩原での２

カ所の委託料ということで、それぞれ違うんでし

ょうけれども、その内訳も教えていただきたいと

思います。 

○岡本委員長 君島下水道課長。 

○君島下水道課長 ただいまの鈴木委員のご質問で

ございますが、水処理センターの委託費というこ

とで、これはことしから５カ年間の包括的管理委

託を行いまして、当初予算で見ておりましたが、

入札によりまして委託額が確定しましたので、そ

の差額分が減額ということで、契約額が確定した

ということで、その分を差し引きしまして、実は

こういった減額のところにつきましては、すべて

調整をいたしまして、消費税のほうに充てるため

に減額の分もすべてかき集めたといいますか、そ

ういった形で消費税に充てるお金を捻出したとい

うことでございますが、額が確定しましたので、

一応今委託は当然継続しておりますが、その額を

減額補正するということでございます。 

  金額につきましては、当初年額は約２億2,000

万円程度で予算を組んでおりました。それが入札

契約によりまして２億1,735万円に確定してござ

います。その差額分ということで655万2,000円を

減額するものでございます。 

○鈴木（紀）委員 了解しました。 

○岡本委員長 ほかに質疑、ご意見ございますでし

ょうか。 

  大野委員。 

○大野委員 25ページの４款公債費で、利子で２％

に設定したということだったんですけれども、実

際では何％でだったのか、教えてください。 

○岡本委員長 君島下水道課長。 

○君島下水道課長 ２つほど融資を受ける先がござ

いまして、財政融資資金が1.8％、それから地方

公共団体金融機構が1.9％にそれぞれ確定をして

おります。 

○大野委員 ありがとうございました。 

○岡本委員長 ほかに意見、質疑はありますでしょ

うか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、質疑、ご意見等

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認めます。 

  よって、討論を行います。 

  討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 異議ないものと認め、討論を終結い

たします。 

  これより採決いたします。 

  議案第56号 平成23年度那須塩原市下水道事業

特別会計補正予算（第３号）については、原案の

とおり可決すべきものとすることに異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 議案第56号については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎その他 

○岡本委員長 次に、その他に入ります。 

  その他で何かございますか。 

  執行部のほうからありますか。 

  君島下水道課長、どうぞ。 

○君島下水道課長 それでは、その他ということで、

放射能関係の話を何点かさせていただきたいと思

います。 

  まず、県の下水道資源化工場のほうで製造して、

実際には建設資材として使えないということで、

県内の各６処理場、黒磯水処理センターも含めた

６処理場に仮置き、分散保管を進めているところ

でございます。 

  そちらにつきまして、黒磯水処理センターのほ

うも今後の予定がまだかなり細かいところまでは

出たというわけではございませんので、今現在も

大まかなところで、ある程度業者さんが決まった

りしておりますので、その辺の話をちょっとお伝

えしたいということで考えております。 

  まず、11月24日に県のほうにおきまして、工事

の入札が行われまして、那須塩原市の東那須にご

ざいます丸山重機株式会社が落札をして契約を行

いました。 

  今現在は、それに向けた準備中ということでご

ざいますが、これはちなみに私のほうで自治会長

さんを通しまして、地元への周知をまず建設工事、

それを図るということになっておりますので、今

話をする前段で、まだ日程調整等ができておりま

せんので、業者さんには地元へ入るのはちょっと

待っていただいておりますが、近日中に私のほう

から地元、黒磯地区の自治会長さんのほうに話を

しようというふうに思っております。 

  今の業者さんのほうから、その辺を抜きにした

形でいただいている工事の予定ですが、年内、約

10日から２週間程度準備を行いまして、今月の下

旬、正月休みに入っちゃいますので、どのぐらい

やれるかはちょっとわかりませんが、ことしのう

ちに20メートル掛ける30メートルのテント倉庫と

いうのを建てるわけですが、それの基礎工事を年

内にやって、年明けの１月の下旬ぐらいから、実

際の鉄骨、それからテントを建て方をやるという

ことで、年明けの２月10日ごろまでという予定で

予定をいただいております。 

  それが２月上旬、10日ごろまでということです

ので、それが終わり次第、スラグのほうを搬入

と、それで仮置き保管、それが予定どおり進みま

すと３月20日過ぎ、下旬ぐらいまでかけて、ス

ラグの運搬を行う予定ということで伺っておりま

す。 

  これは当初からのお話をしておりますように、

黒磯の水処理センターには最大で約500トンまで

ということで考えておりますので、大体１トン土

のうというんですけれども、それを大体400袋ぐ

らいと、大体県のほうからお聞きしましたところ、

一つの袋が大体約1.26トンぐらいというふうに言

っていましたが、一つで大体そのぐらい入るそう

です。ですので、一応目安としては400袋ぐらい

を黒磯の水処理センターに搬入したいということ

で考えているということでした。 

  地元への調整がまだできておりませんので、本

当に今の段階の概略のスケジュールということで

ございますが、おおむね以上のような形で一応進

めるということで伺っております。 

  それから、水処理センターの最近の汚泥の放射

性物質の測定の結果でございますが、一番直近で

ございますと11月29日に汚泥の採取を行いまして、

濃度の測定を行っております。 

  ちなみに、塩原の水処理センターから発生して

おります脱水汚泥は、セシウムの合計が680ベク
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レルまで下がっております。一番最大のときが930

ベクレルだったですね。７月ぐらいですけれども、

今680ということでございます。 

  それから、黒磯水処理センターにつきましては、

やはり脱水汚泥ですが、11月29日に採取した分が

セシウムの合計で870ベクレル、いずれも１キロ

グラム当たりということですが、870まで下がっ

ております。 

  ちなみに、黒磯水処理センターのほうはピーク

が５月10日に採取した分でございますが、１万

8,120ということで、約20分の１以下に下がって

きております。 

  それから、黒磯の水処理センターに仮置き保管

をするということですので、これは定期的に１カ

月に１回ほど周辺のエリアの放射線量の測定も行

っておりますが、この黒磯水処理センターにつき

ましては、当初からほぼ変わらず、若干風向きと

か、雨風、天候にも左右されるということがある

かと思いますが、0.4から0.6の間ぐらいの中で推

移しております。 

  ちなみに、11月９日に測っておりますが、その

際は一番高いところで、境界の一番北側のほうと

いうんですか、そっちで一番高いところで0.54マ

イクロシーベルト、１時間当たりということです

ね。それを記録してございます。大体ほぼ0.4か

ら0.5、0.6ぐらいの間ということで推移をしてお

ります。 

  以上が放射能関係の内容でございます。 

  以上です。 

○岡本委員長 そのほかございますでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 なければ、以上で下水道課の審査を

すべて終了いたしました。 

  執行部の皆様、今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

  ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○岡本委員長 では、続きまして大きな４番のその

他に入ります。 

  その他で皆さんから何かありますでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○岡本委員長 それでは、事務局から何かあります

か。 

○小磯議会事務局書記 事務局のほうから連絡申し

上げます。 

  討論通告の締め切りがあさって、14日、水曜日、

午後５時までになっておりますので、よろしくお

願いします。 

  また、議員全員協議会が来週の19日、月曜日、

午後１時半からとなっておりますので、ご承知お

きください。 

  以上です。 

○岡本委員長 それでは、これで本定例会における

委員会議事日程はすべて終了いたしました。大変

お疲れさまでした。 

  なお、本委員会の審査報告書は本職が作成し、

議長に提出いたしますので、ご一任くださいます

ようお願いいたします。 

  また、採択すべきものと決しました陳情の意見

書の作成についても、同様にご一任くださいます

ようお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○岡本委員長 これをもちまして、委員会を閉会い

たします。 
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  お疲れさまでした。 

 

閉会 午前１１時５８分 

 

 




